
政策 豊かさと創造性を育む生涯学習環境の充実

施策 生涯学習の充実

基本事業

事務事業の目的と成果

生涯学習機会の充実

事業名 情報図書館視聴覚ライブラリー事業
部名

課名

事業開始年度

事業終了年度

実施計画事業認定教育部

情報図書館

－年度

－年度

非対象

対象

社会教育団体、学校教育団体および一般市民

意図

学校等においては、視聴覚教材を学習の補助教材として
判りやすい授業の実践のために役立ててもらう。また、個
人には、自ら関心のある事柄について学習してもらう。

手段

プロジェクターなどの機器は、社会教育活動をしようとする学
校、社会教育団体、職場からの申請により貸出しする。ビデ
オソフトなどの教材は個人へも貸出しを行っている。また、視
聴覚教育に必要な機器と教材の充実を図るとともに、活用を
奨励するために、毎月「図書館だより」と「じどうしつだより」を
発行し、小中学校、幼稚園、保育園などに送付している。

事業量・コスト・指標の推移
区分 単位

対象
指標1

市民 人 122,568 122,138 121,705 121,705

対象
指標2

活動
指標1

活動
指標2

成果
指標1

成果
指標2

点

人

回

2,597

5,232

5,020

2,050 2,063 3,070

5,110 3,117 5,600

4,916 2,963 5,400

ライブラリー機器、教材の数

利用者数

ライブラリー機器、教材の貸出件数

単位コスト指標

事業費計（A） 811 781 703 643

 

正職員人件費（B) 4,149 4,030 3,210 4,047千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 4,960 4,811 3,913 4,690

費用内訳

需用費 650千円、備品購入費 53千円

（誰、何に対して事業を行うのか）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

（事務事業の内容、やり方、手段）

[0453]

事務事業評価表　平成24年度

21年度実績 22年度実績 23年度実績

23年度

会計区分 一般会計

24年度当初



理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

事業を取り巻く環境変化

事業開始
背景

事業を
取り巻く
環境変化

映像資料など教材の収集方針を、2001年から幼稚園
、保育園などのリクエスト以外は、著作権上許可され
た教育的な映像のみとした。

（１）税金を使って達成する目的（対象と意図）ですか？市の役割や守備範囲にあった目的ですか？

義務的事務事業

妥当である

妥当性が低い

教育的映像資料は、レンタル店でも調達が困難であり、映像資料を図書と同じように
市民に提供していくことは、市民の生涯学習の機会を広げる一助となっている。

貢献度大きい

貢献度ふつう

貢献度小さい

「生涯学習の機会の充実」という観点からは貢献している。

基礎的事務事業

（２）上位の基本事業への貢献度は大きいですか？

（３）計画どおりに成果はあがっていますか？計画どおりに成果がでている理由、でていない理由は何ですか？

あがっている

どちらかといえばあがっている

あがらない

視聴覚機器はまだ高価であることから、貸出することにより社会教育活動の推進に寄
与している。

（４）成果が向上する余地（可能性）は、ありますか？その理由は何ですか？

成果向上余地　大

成果向上余地　中

成果向上余地　小・なし

時代に即した教材を取り揃え、最新機器を導入することにより積極的な利用が図られ
る。

（５）現状の成果を落とさずにコスト（予算＋所要時間）を削減する新たな方法はありませんか？（受益者負担含む）

ある

ない

生涯学習の推進のために、広く市民を対象に支援する制度であるので受益者負担
は難しい。特に映像資料は通常の図書等と同じ扱いで貸出をしているため、貸出に
ついて受益者負担をさせる場合は、歳入管理など事務量を考えると難しい。

★

★

★

★

★

23年度の実績による事業課の評価（7月時点）


